
保険者努力支援制度（市町村分）　取組事例

＜獲得点数＞
＊体制構築加算(40点)含まず

町名 年度

共通１～３（健
診、メタボ減
少、重症化予

防）

共通4 個人イン
センティブ

共通5 重複服
薬

共通6 後発医
薬品

固有1 収納率
固有2 データヘ
ルス

固有3 医療費
通知

固有4 地域包
括

固有5 第三者
求償

固有6 適正か
つ健全な取組

　　　合計
R3(1000点満点)
R2(995点満点)

順位

R3 143 85 5 105 25 12 25 25 27 72 524 7

R2 35 75 0 33 5 0 15 15 22 65 265 43

R3 155 75 0 110 0 29 25 5 27 69 495 12

R2 93 80 0 10 0 38 25 5 27 73 351 39

＜上昇要因＞

・糖尿病性腎症重症化予防の取組実施の強化 ・特定保健指導の実施率の向上

・後発医薬品の使用割合の向上 ・メタボリックシンドローム該当者及び予備軍の減少

・保険料収納率の向上 ・糖尿病性腎症重症化予防の取組実施の強化

・後発医薬品の使用割合の向上

＜取組事例＞

・府のヘルスアップ支援事業（重症化予防アドバイザー事業）を活用し、 ・特定保健指導は、健診当日の指導を行ったり、結果説明会には地域の医師に来てもらい

　糖尿病性腎症重症化予防事業をスタートした。 　全員に説明頂くなど、実施体制を変えたことにより参加者が増えた。

・後発医薬品の使用について、国保診療所をはじめ、町内の医療機関との関係性が近いため、 ・糖尿病性腎症重症化予防事業は、KDBを活用することにより、対象者の把握、

　機会あるごとに働き掛けをしており、積極的に協力いただいている。 　実施に繋がった。

・保険者努力支援制度のポイント獲得を意識して業務を考えるようになった。 ・後発医薬品の使用について、町内の医療機関との関係性が近いため、

　また、衛生部門の専門職へも保険者努力支援制度の内容について、 　機会あるごとに働き掛けをしており、医師が協力的にすすめてくれている。

　情報を共有したことがポイントの獲得につながった。 　また、窓口でシールを配布したり、医療費通知の際に価格や品質を記載するなど、

　被保険者にも後発医薬品への移行を促している。
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